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日本の 13〜29 歳の男女において，半数以上が自身の容姿に関して心配しており（内閣

府，2019），容姿に関する悩みをもつ人は少なくない。特に女性においては，文部科学省

（2020）の 18 歳を対象とした調査で，悩みや不安として自分の容姿に関することが２番

目に挙げられている。しかし，人々がどのように容姿に関する悩みを抱え，その苦しさが

どのように軽減していくのか，全体的なプロセスや要因同士の相互関係といった全体像は

つかみづらい状況にある。そこで，本研究は，容姿に関する悩みを抱いていた人が，その

苦しさを軽減していくプロセスについて，探索的に検討し，容姿に関する悩みを抱いてい

た人がどのようなことを体験し，どのような体験をすると苦しさの軽減に近づくのかを，

本人が予測性をもって理解し，実践したり，周囲の人や支援者が本人を理解し，手助けし

たりするための知見を得ることを目指す。 

アンケートによって抽出された，過去に自身の容姿に関する悩みによる苦しさを感じて

いたことがあり，現在ではそれが軽減している 18 歳以上の女性 11 名を対象とし，インタ

ビュー調査を実施した。インタビュー調査は，悩み始めた時期や悩んでいた頃の様子，苦

しさが減少していく過程，現在の苦しさの様子等についての質問を含んだインタビューガ

イドを基に実施した。分析には，修正版グラウンデッド・セオリー・アプローチ（以下，

M-GTA）を用いた。分析テーマは「容姿に関する悩みを抱き，その苦しさを軽減していく

プロセス」，分析焦点者は「以前感じていた容姿に関する悩みによる苦しさが，現在では軽

減したと感じている人」とし，木下（（2003）や木下（（2007）を参考に，分析を行った。分

析の結果，３個のカテゴリー，12 個のサブカテゴリー，33 個の概念が生成され，結果図の

作成，ストーリーラインの記述を行った。 

以下は，本研究で明らかになったプロセスの記述である。容姿に関する悩みを抱き，そ

の苦しさを軽減していくプロセスは，（ 悩みを生起させる社会との接触］によって悩みが生

じ，（ 悩みと苦しさの増大スパイラル】が生じた状態から（ 容姿の状態に左右される苦しさ

の増減】を体験することもあるが，最終的には 容姿の状態によって揺らがない苦しさの

軽減】を経て，（ 悩みがあっても大丈夫］な状態に至るプロセスである。このプロセスの始

点となるのは， 悩みを生起させる社会との接触］であり，このような接触から， 他者意

識による悩みの増強］が起きたり，（ 自己像のずれ］が生じたりする。これらの悩みの感覚

により，悩みとそれに伴う苦しさは大きくなり，（ 悩みによる支配］が生じてくる。そして，

 悩みによる支配］， 他者意識による悩みの増強］，＜自分の感じ方の重要視＞も伴った

 自己像のずれ］は互いに影響し合って，（ 悩みと苦しさの増大スパイラル】となり，悩み

とそれに伴う苦しさが増大するのである。さらに，そこから＜悩みの非開示＞の状態につ

ながると（ 悩みの行き詰まり］状態になる。（ 悩みと苦しさの増大スパイラル】が生じ，悩

みと苦しさが増大している状態から， 直接的な働きかけ］を行うこともある。これは特に

＜解決のための見通し＞がある場合に実行されやすい。それが上手くいくことで，＜悩み

の解消による苦しさの軽減＞が生じることもある。一方で， 直接的な働きかけ］が上手く

いかずに， 対処の限界］を感じると，悩みは解決されずに， 悩みと苦しさの増大スパイ

ラル】に逆戻りする。このように， 直接的な働きかけ］から， 容姿の状態に左右される

苦しさの増減】が生じるのである。一方で，（ 容姿の状態によって揺らがない苦しさの軽減】

を体験することで，（ 悩みと苦しさの増大スパイラル】から抜け出すことが可能になる。（ 容

姿の状態によって揺らがない苦しさの軽減】は，まず，（ 社会との関わりの変化］が起きる
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ことで生じやすくなる。そのような変化が起きると，（ 他者との関わりを通じた自身の容姿

の再体験］をするようになり，そういった 社会との関わりの変化］や 他者との関わり

を通じた自身の容姿の再体験］を通じて， 自分の容姿に対する視野の広がり］が起こる。

また，（ 他者との関わりを通じた自身の容姿の再体験］や 自分の容姿に対する視野の広が

り］の影響も受けながら， 悩みによる支配からの解放］状態になる。こういった， 容姿

の状態によって揺らがない苦しさの軽減】を経て， 悩みがあっても大丈夫］という状態に

なるのである。また，＜解決のための見通し＞が持てるようになること，さらに＜容姿と

のネガティブでないかかわり＞を体験することによっても， 悩みがあっても大丈夫］な状

態に近づくのである。 

本研究では，このような容姿に関する悩みによる苦しさの軽減のプロセスが明らかにな

ったとともに，容姿に関する悩みによる苦しさの軽減には，社会との関わりの変化や他者

との関わりの中で生じる自分の容姿に対する体験の修正，自分の容姿の捉え方の変化，悩

みとの距離感の変化，解決のための見通しを持つ，といった体験が重要であることが示唆

された。 
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